
左：兼山健康福祉部長 右：岡本会長 意見交換会 

身障協会事務局通信〔第２８９号〕 
                                     令和２年１０月３０日 

 

１ 国・県への要望及び意見交換会     

  本協会では、「地域で安心して暮らせる社会」の実現に向け、本協会が抱える喫緊の課題や事業推進にお 

 ける諸問題を解決するため、障害者福祉施策に対する提言や要望等を「要望書」として取りまとめ、国及び 

 県等に対して要望活動を行っています。 

  ◆県に要望活動を行いました 

   令和２年１０月１６日に岐阜県庁にて、岡本会長は兼山鎮也岐阜県健康福祉部長に令和３年度に向け 

  た県に対する要望事項の早期実現への協力と支援を要望しました。 

  １ ぎふ清流おもいやり駐車場利用証制度が適正に運用されるよう、県民に周知願いたい。また、現時 

   点の駐車区画確保の進捗状況や、今後県予算での駐車区画確保の予定の有無についてご教示いただき 

   たい。 

    行政施設や大型店舗等の民間施設においてプラスワン区画駐車場を整備していただいておりますが、 

   本来、当制度の対象にならない一般の方々がこの区画に堂々と駐車されているケースが見受けられま 

   す。当制度の趣旨や利用対象者等の制度内容を広く県民に周知していただき、このような不正利用が 

   ないようにしてください。 

    また、当駐車区画の目標設置件数は３，０００台とお聞きしておりますが、現時点においてどれく 

   らいの駐車場が確保できたのか、目標達成の見込みはあるのか、達成出来ない場合は県予算で確保し 

   ていただけるのかについてご教示ください。 

  ２ 視覚障がい者の安全及び利便性向上のため、道路や施設出入り口等の点字ブロックを点検・整備し 

   ていただくとともに、市町村の広報紙及び議会だより等の発行の際に音訳及び点字による対応措置を 

   していただけるよう、県下全市町村にご指導いただきたい。 

    道路（国道・県道・市町村道）や施設出入り口等、通行量の多い場所の点字ブロックが欠けたりは 

   げたりして消えかかっている箇所が多く見られます。視覚障がい者にとりまして非常に危険ですので、 

   市町村や関係機関と連携していただき、このような不良点字ブロックを早急に点検・整備してくださ 

   い。 

    また、広報紙及び議会だより等の発行に際して、ＣＤやカセット等の記録媒体や点字冊子等の提供 

   を行い、視覚障がい者への配慮に積極的に取り組んでおられる市町村がある一方、そのような措置を 

   まったく取っておられない市町村も見受けられます。 

    視覚障がい者が広報紙等の内容を適確に把握できるように県下の全市町村が全面的にご協力いただ 

   けますよう、県のご指導をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

２ 今後の主な日程について （１１月、１２月） 

  11月 7日(土) 芸術教室（陶  芸）  13:30～15:00 大 垣 市：スイトピアセンター 

     9日(月) 巡回相談（整形外科） 13:30～15:30 高 山 市：高山市役所保健センター 

        10日(火)  巡回相談（整形外科）  14:00～16:00  海 津 市：海津総合福祉会館 

        16日(月)  巡回相談（整形外科）  13:30～15:30  中 津 川 市：中津川市福岡総合事務所 

     17日(火) 巡回相談（整形外科） 13:30～15:30 美濃加茂市：美濃加茂市総合福祉会館 

      18日(水) 巡回相談（整形外科） 13:30～15:30 瑞 浪 市：瑞浪市市民福祉センター 

  12月 14日(月) 巡回相談（整形外科） 10:00～12:00 大 垣 市：中川ふれあいセンター  

     16日(水) 巡回相談（整形外科） 13:30～15:30 可  児  市：可児市福祉センター 

 

 

問い合わせ先   

一般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会  

 〒500-8385 岐阜市下奈良２－２－１ 県福祉会館５階 

  Tel 058－201-1543 Fax 058－273－9308 E-mail gisinsyou@human-i-land.com 

とぴっくす 「まじわるかたち 大垣共立銀行 × 岐阜県障がい者芸術文化支援センター」 

ＯＫＢ大垣共立銀行と(公財)岐阜県教育文化財団 岐阜県障がい者芸術文化支援センター（ＴＡＳＣぎふ）

は、互いが有する情報やネットワークを活用して障がいのある方の芸術文化活動を連携してサポートする

ことを目的に、令和２年９月２８日に「障がい者の芸術文化活動支援における相互連携に関する協定書」を

締結しました。 

その第１弾の連携事業として、ＯＫＢが通常自社の広告スペースとして活用している現金封筒の表面を

キャンバスに見立て、障がいのある作家の作品を掲載するとともに、封筒裏面の企業広告主からその作品使

用料を収受し、その全額を作家にお支払いする事業を開始しました。 

１０月１５日現在、企業広告主３社によって３種類の現金封筒が計４万５千部を作成され、各務原市、大

垣市、恵那市などの２０店舗に置かれており、企業広告主の希望に応じて順次封筒の種類が増える予定です

ので、ＯＫＢの支店で見かけましたら、ぜひお手に取ってご覧ください。 

 

【連携イメージ図】 

現金封筒の作成例 


